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サ ザ エ の低 温 耐 性 試 験

松坂 洋 ･須用 人志

は じ め に

昭和59年冬から春にかけての異常低水温の影響で､サザエが多量に柴死 しているという報告が県内

各地からあった｡本試験はサザエの低水温に対する耐性について調べたものであり､若干の知見を得

たのでその結果を報告する｡

材料及び方法

試験に用いたサザエは58年11月に深浦地先で採捕 し､試験を開始するまで17℃から18℃の温海水で

飼育 していたもので､殻高が28.6-62,4mm､重量 9-54才の14個体である｡

試験方法は､30Jeプラスチック製水槽に供試貝14個体収容 し､付着基盤として塩ビ製の黒いシェル

ターを用い､飼料として生ワカメを与えた｡飼育水温は試験中にかけ流 しにした調温海水の設定水温

を下げることにより低下させた｡供試貝は試験前に温海水で飼育 していたので､急激な水温変化によ

り影響を避けるため､試験前の飼育水温から徐々に水温を低下させていき､その摂取及び簡旬行動の

変化について観察 した｡

試験期間は59年 3月15日～3月26日の12日間である｡

結果及び考察

温度低下によるサザエの状態の変化

月 日 3 .15 3.16 ･3 .17 3.19 3.21 3.22 3 .2

一 3 .26観 察 鴫 側 15:00-9 :30 15:15 9 :05 9 :.30､16:15 9 :15 12:0:0 ll:30

16:00 9 :30 ll:30設 定 水 温(●C) 20115 15→ 10 10->7 7→ 6 6 6
6 6→8.5 8.5 8.5→13 l3-+20 20

測 定 水 温(℃) 5.7 6.3 6.2 8.4

サザエの

吹* 桝 糾 lE 常 lE 常 別封減少 #t糾なし行 動 正 常 正 常 正 常 吸点 して

いるが動きなし 吸歳不可舵 吸着できず､足部収椿 同 左 一部の個体が蓋を閉

じた状態 全個体蓋を閉 じた状鮮 同 左 同 左 全個体鞄死この結果から､サ

ザェは水温が10℃に低下すると摂餌が減少するという変化が出始める｡水温が 7℃に下がると摂餌

がみられなくなり､さらに6℃になると､付着基盤に吸着できず､足部が収縮する状態まで衰弱 した｡設定水温 6℃でこ のような状態が3日続いたため､水温

を徐々に上昇させて､サザエが活力を取り戻 し､吸着及び摂餌ができる状態になるかどうか､試験開始時の水温まで高



月までの水温変動 (図-2､図-3)を見ると､鯵ヶ沢地先では､6℃を基準にすると､例年であれ

ば､6℃を割った日が12日間あり､しかも一時的なものであった｡しかし､5oCを下廻った日はなかっ

図-1 青森県におけるサザェの分布域 た｡ とこ ろが､59

年には6℃を割った日が48日間あり､特に2月 4日～3月15

日までの40日間は､2月13日を除いて6℃を割った

日が続いた｡そのうち16日間は5℃を下廻っている｡

風間浦地先は､青森県のサザエ分布域の中でも北端に位

置 し､生息環境は､さらに厳 しいところである｡58年に

おいても､水温の変化は著 しく､一時的ではあるが3℃に低

下 したが､ 1- 3月の平均で6.7℃であった｡59年

は1月まで平年並みの水温であったが､2月から6℃以下

に低下 し始め､2月中旬から3月までほとんど5℃以下の日が続いた｡中でも3月 1日には 1
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